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【図５ 教職員へのアンケート結果②】 

生徒会が中心となって、仲間の活躍を認める場として「青葉の木『Happiness Tree』」を作成した。

「ハピネスリーフ」という紙に、学校行事や部活等で仲間が活躍した姿やそれに対して感じたこと

を書いて貼った。来校した保護者にも書いてもらうことができた。 

 

５．研究の結果と考察 

（１） 全教員が共通理解し目指す目標の設定について 

 教員の意識の変容・達成度を見るため

に昨年度の 12月と同様のアンケートを

実施した。図４の質問（１）（２）の両

方で肯定的な意見が向上した。組織目標

を達成するためにTeamの目標を考える

ことで、教員の中で学校教育目標、組織

目標、そして、Teamの目標が紐づく「目標の連鎖」が意識されたと考えられる。 

（２） 学年や年齢、教科を越えた教員

同士をつなぐ協働体制の整備について 

質問（１）（２）に対してそれぞれ肯定

的な回答が増加した。（図５）「Aoba協

働プロジェクト」の 4つの Teamを学年

や年齢、教科を越えた教員同士で編成

し活動したことで、教員自身が他学年、他教科の教員と関われたという実感をもつことができたか

らと考えられる。 

 

６．研究のまとめ 

 今回の研究を通して、以下のことが明らかになった。 

 

７．おわりに 

本研究は、学校が目指す生徒に向けて協働する教員集団への変容に有効であるとわかった。しか

し、学校運営は単年度で結果や成果がすぐに出るものではない。だからこそ、組織体制を工夫し継

続的に取り組んでいくこと、その上で年度ごとに在籍する教員が生徒の実態をもとにアイデアを出

して、様々な取組を学校全体で実践していくことが生徒の変容に繋がっていくと考える。 
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○ グランドデザインの具現化を目指すことで、学校が目指す生徒の育成に向けて教員同士が協働できた。 

○ 組織目標から Teamの目標を定めることで各 Teamの取組の方向性が定められた。 

○ ボトムアップ型の提案で教員の「やってみたい」と「必要感」を重視した提案・取組となった。 

● 取組がスクラップ＆ビルドになっておらず教員の負担や負担感の増加につながってしまった。 

● 養護教諭や非常勤講師など、取組の内容や校内研修の時間帯によっては参加が難しい。 

 

 
子ども理解を基盤とした「わかる」授業を展開するための指導方法の在り方 

－ 小学校第 6 学年社会科の授業実践を通して － 
 

出地 楓 
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１ テーマ設定の理由  

（１）現在の状況から 

 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善がなされる中で，授業の在り方が変わっ

てきている。子どもたちが自ら学び，「生きる力」を育むためには，教師が子ども一人一人の実態を

把握し，子ども理解を基盤とした「わかる」授業実践が必要なのではないかと考えた。また，小学

校学習指導要領解説社会編においては，社会との関わりを意識して課題を追究したり解決したりす

る活動を位置づけた学習活動を工夫し，「主体的・対話的で深い学び」を実現するよう授業改善の視

点が示された１）。子どもたちが課題を追究したり，解決したりする活動の原動力は「知りたい」「わ

かりたい」という子どもたちの思いであると考える。教師は子どもたちの思いや願いを授業の中に

落とし込み，子どもたちの「知りたい」「わかりたい」という思いを実現させることが「わかる」授

業につながると考えた。 

 これらのことを踏まえると，現行の授業改善の視点を授業の中に取り入れ，子どもたちが自ら学

び課題を追究したり，解決したりするには，学校で行われる日々の授業が子どもたちにとって「わ

かる」授業となっていることが大切である。本研究では小学校社会科に焦点をあて，子ども理解を

基盤とした「わかる」授業を展開するための指導方法について，それらを実現するための手立てや

必要な支援について考察しながら論究していく。 

 

２ 基本的な考え方 

（１）「わかる」ということの概念 

 山鳥重は，「わかるためには『わからない何か』がなくてはならなく，『わからない何か』が自分

の中に立ち現れるからこそ，『わかろう』とする心の働きも生まれる」と述べている２）。また，佐伯

も「『わかる』ということを学ぶためには，まず『わからないこと』を自ら発見できなければならな

い。」述べている３）。つまり「わかる」授業を展開していくには，子どもたち自身が「どうしてそう

なるのだろう」「なんでだろう」という「問い」を見出して行かなければならない。教師はわかる授

業を展開するにあたって子どもたちの「問い」を引き出すことが後の「わかる」につながると考え

る。また藤井千春は「素朴な疑問，率直な感想，身近なことと結びつけての『考え』などの中にこ

そ，その子なりの追究を発展させる糸口がある」と述べている４）。つまり「問い」といっても子ど

もたちが「なぜだろう」という素朴な疑問や率直な感想にこそ，子どもたちの「知りたい」「わかり

たい」という思いが芽生えるのではないかと考える。よって「わかる」ということは子どもたち自

身が「わからない」を見出し，素朴な問いを創出することによって「わかる」状態に近づくことで

あると考える。これを定義の①とする。 
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 さらに「わかる」の過程を踏んだ子どもたちの姿についても考察していく。佐伯は「『わかる』」

ということは，実は，『わかっていること同士が結びつく』ということにほかならない」と述べてい

る５）。さらに「わかる」の条件として，「（１）具体的な問題解決ができること，（２）ものごとの根

拠が示せること，（３）現実の社会・文化とむすびつくこと，（４）関連する世界が広がること」と

いう４つの条件を示している６）。また，豊田憲一郎は，「学習内容が知識・理解にとどまらず，さら

に知識と関連付けて子どもたちが自分なりに納得のいく整合的な世界のイメージをつくりあげるこ

とである」と述べている。加えて「『本当にわかる』ためには，自分がわかったと思っていることを

表現し，人に伝えることである」と述べている７)。佐伯，豊田らの考えから考察すると，子どもた

ちが元々もっている知識や経験が既習事項と結びつき，子どもたちの視野が広がることが「わかる」

ということであり，そして「わかる」状態にある時に根拠をもとにして表現できる，または，説明

できる状態が「わかった姿」であると考える。これを定義の②とする。そこで筆者は「わかる」と

いうことの概念を以下のように定義する。 

 

図２ 筆者が考える「わかる」の定義 

 

３ 実践の概要 

（１）主題に迫るための手立て 

①「カルテ」や「座席表」の活用による子ども理解の実践 

 本研究においては，子ども理解を基盤とした「わかる授業」を目指すべく，昨年度から「カルテ」

を用いて子ども一人一人の見取りを行いながら，研究を進めてきた。上田は，カルテについて「カ

ルテは教師が自分の予想とくいちがったものを発見したときに，すなわち「おやっ」と思ったとき，

それを簡潔にしるすべきである。」と主張している８）。加えて上田は，座席表について「座席表は，

ある時点で，学級ひとりひとりの子どもを，一度立ち止まって，とらえ直しをするという役割を担

っている。全員分書き込むという作業の中で，ひとりひとりのとらえを整理し，子ども理解を深め

ようとするものである。」と述べている９）。「カルテ」や「座席表」を使うことが子どもたち一人一

人の見取りをより深いものにし，「わかる」授業と関連して「問い」を産みやすいものであると考え

る。そこで筆者は，「カルテ」と「座席表」が同時に使えるアプリを活用した。これは，子どもたち

の日常の些細な気づきを綴ったり，座席の中に子ども一人一人の考えを書き表したりすることがで

きる機能がある。 

②一人一人が自分なりの素朴な問いを立てられる場面の設定 

 藤井は，子どもたちが最初に抱いた問いを「仮の学習課題」と捉え，問題解決を行っていく中で

「真の学習課題」と変化していくことを主張している。また先に述べたように藤井は「素朴な疑問，

率直な感想，身近なことと結びつけての『考え』などの中にこそ，その子なりの追究を発展させる

糸口がある」とも述べている。つまり，子どもたちが教材と出会う際に最初に抱いた疑問を，教師

が大切にする必要性に言及しているのでる。本研究では「PMQ シート」を用いて主題に迫るための

①子どもたち自身が「わからない」を見出し，素朴な問いを創出することによって「わかる」状 
 態に近づくこと。 
②根拠をもとにして表現できるまたは説明できること。 
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手立ての②とした。「PMQシート」の Pは良い点（Plus）Mは悪い点（Minus）Qは疑問に思ったこと

(Question)を書くワークシートである。単元を貫く学習課題を教師が紹介するのではなく子どもた

ちに素朴な問いを創造させた。単元を進めていく中で，子どもたちが素朴な問いから真の問いに変

わる過程を重要視し，「PMQシート」を主題に迫るための手立ての②とした。  

③「PMQシート」を再度作り，自分の考えを表現できる場面の設定 

 単元の最後にもう一度「PMQ シート」を書かせる時間を設定した。藤井は「自分の『考え』を確

かめたり再構築したりしようという必然性，すなわち能動的な意図をもって教材である対象や事象

に『迫って』いくからこそ、様々な事実が意味あるものとして、つまり相互に関連し合うものとし

て見えてくるのである」と述べている 10)。つまり，初めに書いた「PMQ シート」から子どもたち一

人一人が出した素朴な問いを考えの基準として，証拠となるもの，反証となるもの，証拠とはいえ

ないが関係のあるものに分類されていく。そして，それらが相互に関連付けられていくと考えられ

る。さらに Questionの部分には初めに出した問いとは異なり，より核心に迫るような問いや，事実

や根拠をもとにした新たな問いが生まれてくると考える。そして再度「PMQ シート」を書かせる場

面を設定することにより，子どもたちの表現を大切にしながら「わかる」授業に近づくのではない

かと考える。 

 

４ 実践の考察 

（１）カルテ・座席表の活用による子ども理解の実践 

 ３で述べた手立てに基づいて実施した本単元において，子どもたちの「わかる」がどのように展

開されたかに着目して，実践の考察をおこなった。 

児童の実態を把握し，何に関心があるのか，どのような場面で学習意欲が高まるのかなどを授業

実践の前段階から，子どもたち一人一人のカルテを付け，その上で本単元を設定した。社会科学習

に対する意識は児童によって異なるので，授業実践の前段階から，子どもたちの様子を記述するこ

とにより，授業への認識や興味・関心，さらには教師が授業実践をする際の発問の手助けとなるこ

とがわかった。また，授業実践の途中や授業後に記録したカルテをもとに，児童の学習の様子や変

化，「問い」をもちそれらを解決する過程を考察した。「素朴な問い」が子ども一人一人異なれば，

その解決の仕方や「わかり方」もそれぞれ異なってくると考えられる。学習過程や実践後の子ども

の発言を記録し，実践前のカルテと照らし合わせることにより，その児童の変容を見取ることがで

きるのもカルテの良さだと考える。 

 

（２）「PMQシート」による児童の「わかる」の見取り 

 本実践では単元の最初と最後に「PMQ シート」を使用した。各児童の２つのシートに基づいて，

初めに出した素朴な問いが単元の終わりにどのように変化しているかについて考察した。ある児童

の「PMQシート」（予想）の Questionの部分には「縄文土器になぜ縄目の模様を付けたのか」「土器

はあれくらいのサイズしかないのか」と書かれている。単元の最後の「PMQ シート」には問いが変

化していき，「どのようにして，朝鮮半島や中国などと交易をしていたのか」「なぜ，米作りが盛ん

になり，それから現代まで主食となっているのか」とある。初めに出した素朴な問いを解決する過

程において納得感を深めていき，単元の終わりには切実な問いへと変化したと考えられる。また，
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「食べ物をどのように集めていたのか」「家をどのようにして作ったのか」をはじめとする問いをも

った児童の単元最後の「PMQ シート」では，「米や魚以外にどんな食べ物を食べていたのか」「どう

やって家（たて穴住居）を作っていたのか」などの問いの変化とともに，「高床倉庫にたくさん稲が

入りそう」のように，既習事項を自らの素朴な問いの答えとして記述していることが考察された。 

本研究で用いた「PMQ シート」は学習を進めていく上での１つの思考ツールである。子ども理解

を図ることにより，「カルテ」や「座席表」を元にした子ども理解が基盤にあるからこそ，PMQシー

トのような思考ツールが子どもの「わかる」を引き出すと考える。 

 

５ 成果と課題 

 子どもたち一人一人の「わかる」授業のプロセスの在り方や学習課題への納得感はそれぞれ異な

ると考える。そうした中で，教師は，子ども一人一人の小さな変化や気づきについて，単元を通し

て丁寧に見とっていく必要があるのではないだろうか。また教師が誘導的に子どもたちに問いをも

たせるのではなく，一人一人が「素朴な問い」から出発し，それらを解決する過程で切実な問いへ

と変化することを目指して「PMQ シート」を活用した。問いの創出という点において，教師が誘導

的に子どもたちに問いをもたせるのではなく，子どもたちが見つけた問いから単元を出発し，それ

らを解決し表現する過程を通して納得する姿から，「PMQシート」のような問いを創出する思考ツー

ルの効果があったと考えられる。 

 昨年度と今年度の研究から子どもたちの「わかる」姿とその過程において実践的に研究すること

ができた。実践を通して，子どもたち一人一人の「わかる」の質は異なり，「わかり方」も異なると

考える。今回は，「PMQ シート」のようにクラスで統一の様式を使用したが，「わかり方」が異なる

のであれば，教師が準備すべき教材やワークシートも子どもに応じて変えていかなければならない

と感じた。それらの手法を本研究で実践することはできなかったが，子ども理解を基盤とした「わ

かる」授業の指導方法の在り方として，一定の効果があったと考える。大学院の２年間で学んだこ

とを活かして，子ども理解を基盤としながら「わかる」授業の実現ができるよう精進していきたい。 
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